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分析は，統計学パッケージ SPSS11. 5J for Windows 
を用い，危険率 5％未満を有意水準とした．各変数間
の相関分析には， Pearsonの積率相関係数を用い，平











うち，精神科外来での実習経験がある者が 1名 (2.5 %), 
病棟のみの経験がある者が 5名(11.3%），精神科外来
と病棟実習の経験がある者が15名(34.0%），施設見学
表 1 分析対象の属性 (N=44)
M SD 
年 齢 20.8 2.4 
精神看護学実習期間 11.1 0.8 
N ％ 
過去の精神看護学実習経験 あり 24 60.0 
精神科外来 1 2.5 
病棟のみ 5 11.3 
精神科外来と病棟 15 34.0 
施設見学のみ 3 6.8 
なし 20 45.4 
各領域看護学実習経験
成人 （擾性期）看護学 あり 8 18.2 
なし 36 81.8 
成人 （急性期）希護学 あり 16 36.4 
なし 28 63.6 
小児看護学 あり 39 88.6 
なし 5 11.4 
母性看護学 あり 32 75.7 
なし 12 24.3 
老年希護学 あり 44 100 
なし
゜在宅看護論 あり 23 52.3 
なし 21 47.7 
M ，平均， SD,標準偏差， N,人数
看護学生の対人関係能力に関する研究 31 
のみの経験がある者が 3名 (6.8%) であった．
各専門分野看護学実習の経験は，成人急性期看護16




尺度は， range18-90, M = 60. 0 (SD 7. 6)，信頼







N = 121) 10)，短大生女子の平均56.8点(SD=7.0,N =  
112) 10)と比較した結果，看護学生の対人関係能力は短大



















均得点は60.7点 (SD6. 5)であ り，実習後半の平均得
点は59.4点 (SD8.5)であった．しかし， t検定の結
果，有意差は認めなかった．
次に， 6分類した対人関係では 2から 7クールごと
の実習経過に伴い， どのように対人関係能力が変化す
るのかを調査するために分散分析を行った結果，初歩
的なスキル (F= 2. 70, P <. 05)および計画のスキル





28) の平均得点が61.7点 (SD7. 7) であり，わずかに

















10.3 (1.9) F=Z.70* 
10.3 (1.6) 
9.8 (1.6) 
w攻撃に代わるスキル 6 まわりの人たちとの間でトラブルが起きても，それを上手に処理できますか 9.8 (1.5) 
8 気まずいことがあった相手と，上手に和解できますか
11 相手から非難されたときにも，それをうまく片付けることができますか






M ；平均， SD;標準偏差， N ;人数＊ P<.05 
9.9 (1.8) 
9.6 (2.0) F=2.52* 
32 日下知子・ 曽谷貴子 ・揚野裕紀子
表 3 看護学生の専門領域別にみた対人関係能力 (N=44)
あり
N M (SD) 
成人急性期看護学実習 16 57.1 (6.7) 
成人擾性期看護学実習 8 56.2 (4.6) 
小児看護学実習 39 60. 0 (7. 7) 
母性看護学実習 12 61.2 (7.4) 
老年看護学実習 44 60. 0 (7. 6) 
在宅看護論実習 21 60.7 (6.5) 



































N M (SD) 
28 61. 7 (7 7) t = -2.0+ 
36 60.9 (7.9) 
5 60.4 (7.8) 
32 59.6 (7.7) 
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